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2/52021/712実験の進め方について

実験前の準備

• 実験系について、疑問点を洗い出して解決しておく。
→取り扱う上での注意点、実験系の各部品の特徴
例)光伝導アンテナの電界の向きは？

• 実験に使用する素子を調べる。また、論文化されている
素子か確認する。論文化前の素子を壊さないように。
例)21/6/15の実験で使用した素子: ＊＊＊＊＊

• 実験系の機器の準備をする。
例) TeraFlashのレーザー温め、光ファイバー等の付け替え

• 測定の順番の計画を立てる。
→効率的に進められるような順番を考えておく



3/52021/712実験の進め方について

実験中の注意点

• 実験ノートに実験の概要のメモを書く。
→実験時の日付、時間、気温、湿度、実験をした人

• 実験装置の取り扱いは十分に注意する。
(高額な実験装置があるため壊さないように)

例)装置に触るときには、静電防止手袋と静電防止バンドを着用

• 写真をこまめに撮っておく。
→自分以外の人が実験を行うときに、同じ状況を再現で
きるようにしておく。

→論文で使用するため、たくさん撮っておく。撮影のミスがあったら
困る。国内学会、国際会議、ジャーナル論文でそれぞれ著作権
があるので、たくさん写真がないと困る。

• 測定の状況をメモにも残しておく。
→素子やレンズの配置を寸法で残しておく。
例)光伝導アンテナとレンズの台の距離: 11.17 mm



4/52021/712実験の進め方について

実験後の片付け、データ整理

• 片付けを行う。以下は必ず確認する。
✓装置の電源を切ったか確認する。

✓道具をもとあった場所にしまっているか確認する。
✓実験で出たごみは捨ててあるか確認する。
✓更新が必要な管理表等を更新しているか確認する。
✓実験室に掃除機をかけたか確認する。
✓Slackで実験終了の報告をしたか確認する。

• 次に実験装置を使う人が、使いやすい状態にしておく。
例)THz-TDS透過系からTHz-TDS透過反射系に、光ファイバーや
ケーブルを付け替えておく。

• 測定の生データは分かりやすくNatalieに保存する。
→以下のファイルを生データと一緒に保存する。
・測定者名.txt ファイル (中身は空、測定者が分かるように)

・Readme.txt ファイル (実験を知らない人が見てわかるように)



5/52021/712実験の進め方について

Readme.txt の書き方の例

・実験の内容を知らない人が理解できるよう、
丁寧に書くように心がける。

記入した日付 記入者名 (必ず書く)

測定の条件や
周囲の環境に
ついて細かく説
明する

ファイル名が何のデータを表して
いるか説明する


